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表紙説明「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」

富士山と新幹線をとらえた写真を一度は目にされたことがあるのではないだろうか．

四季折々美しい富士山だが，この写真は春に撮影されたもので手前に写るレンゲの花畑

が華やかで美しい．

富士山は静岡県と山梨県に跨がる標高 3 776メートルの活火山である．時代によって
信仰のあり方の移り変わりはあるが，日本では古くから信仰されており，今でも多くの

参拝者が訪れている．また山として雄大さと美しさを兼ね備えており，和歌や俳句・浮

世絵など芸術の源泉にもなっている．古くから日本人の自然観や日本文化に大きな影響

を与えてきたとして「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」として富士山域をはじめ，25
の構成資産が 2013年に世界文化遺産に登録されている．

編集後記

今回，編集委員を担当させていただき，改めて当社の技術・製品の幅広さ，奥深さを感じることが
できました．私自身は主に工作機械用軸受の開発に携わってまいりましたが，アプリケーションが違
えば課題も異なり，本当に幅広く社会に貢献できていると感じました．昨今，あらゆる産業で SDGs
やカーボンニュートラルへの取り組みが加速しており，時代にマッチした新しい製品・技術がもとめ
られています．私自身，当社の一員として，より社会に貢献できるよう努力していきたいと思います．

（下村）

私が円筒研削盤の号機設計をしていた 20 年前は製品の精度やサイクルタイムが課題でした．現在
SDGs の時代となり，環境負荷低減技術や作業者の負荷低減技術なども極めて重要な課題となっている．
それらを含めて製品作りをしなければいけない企業とその担当者の重責は大変なものである．今回の
工作機械 ･システム事業のテーマは，どれも新しい課題の解決に関わるものである．これらのテーマ
が少しでも社会のニーズに応えるさまざまな企業のソリューションとしてお役に立てればと願ってい
る．そして私もさらなるソリューションを提供できる当社の一員として努めていきたいと考えている．
 （木下）

この 1年余り，コロナ禍において働く環境が大きく変わったと思います．在宅勤務をはじめ，会議
のあり方，発表会，展示会などが影響を受けたと思います．しかしながら，私の周りも含めて上手く
対応できていると思います．これまで実行することが難しいと思われていたことでも案外できるもの
だと私も含めて実感されている方も多いのではないでしょうか．さらに，変化することで効率アップ
などの効果もあるように思います．この特集号が公開される頃にはコロナも終息に向かっていること
を期待します．コロナ禍以前の良さに今回の経験で得られたものを加えスパイラルアップを目指した
いと思います． （中島）

Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．


